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札
幌
の
暮
し 

松
浦 

俊
博 

 
十
三
年
前
に
娘
が
札
幌
に
移
住
し
て
以
来
、
し
ば
し
ば
彼
の
地
を
訪
れ
、
そ
こ
の
暮
し
に
接

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

新
千
歳
空
港
か
ら
千
歳
線
で
北
上
す
る
と
、
恵
庭
・
北
広
島
を
経
て
四
十
分
弱
で
札
幌
に
着

く
。
こ
の
辺
り
は
、
も
と
も
と
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
住
む
土
地
を
、
明
治
時
代
に
集
団
移
住
や

屯
田
兵
の
入
植
に
よ
り
開
拓
し
発
展
し
た
都
市
だ
。
札
幌
駅
手
前
の
上
野
幌

か
み
の
っ
ぽ
ろ

に
は
温
泉
「
森
の

ゆ
」
が
あ
り
、
露
天
風
呂
か
ら
周
り
の
森
を
見
て
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る
。 

ど
の
駅
も
ホ
ー
ム
へ
の
入
り
口
は
二
重
ド
ア
で
、
寒
風
が
駅
構
内
に
吹
き
こ
ま
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
。
冬
の
札
幌
は
雪
に
覆
わ
れ
て
、
電
車
や
バ
ス
が
動
け
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

市
内
の
交
通
手
段
は
地
下
鉄
が
無
難
だ
。 

 

札
幌
駅
北
口
か
ら
三
分
歩
く
と
北
大
の
南
側
に
で
る
。
こ
こ
か
ら
北
方
向
へ
キ
ャ
ン
パ
ス

が
延
々
と
続
く
。
構
内
は
西
洋
芝
で
覆
わ
れ
、
ポ
プ
ラ
並
木
、
イ
チ
ョ
ウ
並
木
、
池
、
農
場
と

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
イ
チ
ョ
ウ
並
木
近
く
に
娘
の
職
場
が
あ
り
、
移
住
し
た
頃
に
は
、

徒
歩
十
分
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
通
っ
て
い
た
。
自
転
車
は
十
一
月
か
ら
春
ま
で
積
雪
で
乗
れ
な

い
の
で
廃
却
し
た
。 

 

札
幌
駅
か
ら
南
へ
少
し
歩
く
と
東
西
方
向
に
延
び
る
大
通
公
園
が
あ
り
、
南
北
の
基
準
に

な
っ
て
い
る
。
大
通
駅
は
、
南
北
線
、
東
西
線
、
東
豊
線
の
三
本
の
地
下
鉄
が
乗
り
入
れ
て
い

る
。
東
西
線
で
西
へ
向
か
う
と
、
札
幌
の
名
所
で
あ
る
円
山
公
園
を
過
ぎ
、
琴
似
・
発
寒

は
っ
さ
む

な
ど

の
明
治
初
期
に
屯
田
兵
が
入
植
し
た
場
所
を
超
え
て
宮
の
沢
に
至
る
。 

娘
は
現
在
こ
の
辺
り
に
住
ん
で
い
る
が
、
川
が
流
れ
芝
生
の
公
園
も
い
た
る
所
に
あ
り
、
熊

の
出
る
三
角
山
も
緑
が
映
え
る
。
こ
の
地
域
の
家
の
塀
は
無
い
か
、
あ
っ
て
も
低
い
。
隣
近
所

の
繋
が
り
が
強
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
広
い
道
路
の
除
雪
は
市
が
、
小
さ
い
道
は
住
人
が
や
る
。

宮
の
沢
の
駅
前
に
、
回
転
寿
司
の
「
な
ご
や
か
亭
」
が
あ
り
、
季
節
に
も
よ
る
が
脂
の
の
っ
た

「
ニ
シ
ン
」
は
極
上
だ
。 

 

北
海
道
の
食
べ
物
が
お
い
し
い
の
は
、
自
然
の
恵
み
だ
け
で
は
な
い
。
道
産
子
が
「
生
活
の

糧
は
食
べ
物
作
り
」
と
覚
悟
を
決
め
て
、
必
死
で
取
り
組
ん
だ
結
果
だ
ろ
う
。
き
の
と
や
の
ケ

ー
キ
、
モ
リ
モ
ト
の
ハ
ス
カ
ッ
プ
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
十
勝
豚 ぶ

た

丼 ど
ん

な
ど
一
味
違
う
グ
ル
メ
が
多
い
。 
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札幌の地図 

（地下鉄を中心にした） 


